


についても、ASEANからの依頼に基づき、ASEAN
側の代表機関として、ASEANとカナダのFTAの
フィージビリティスタディをカナダ政府と共同で実施
するなど、各種のサポートを行っている。今後も、非
関税措置データベースの拡充等を通じ、ASEAN及び
東アジアのさらなる経済統合の深化に貢献することが
期待されている。
タイとは、2017 年 6 月、世耕経済産業大臣とウッ
タマ工業大臣が、ソムキット副首相の立会いのもと、
「東部経済回廊及び産業構造高度化に向けた協力に関
する覚書」に署名した。本覚書は、経済産業省とタイ
工業省との間で、東部経済回廊（EEC）を中心とし
たタイ産業の高度化に向けた協力を表明するものと
なっている。
2017 年 9 月には、約 600 名の日本企業ミッション
とともに世耕経済産業大臣がタイを訪問し、タイの産
業高度化等についてプラユット首相やソムキット副首
相、ウッタマ工業大臣との会談を実施し、また、タイ
の産業高度化をテーマとしたシンポジウム（ジェトロ・
タイ政府共催）に出席した際には「Connected 
Industries」のコンセプトによる産業高度化について
講演を実施した。
フィリピンとは、2017 年 9 月、世耕経済産業大臣
よりロペス貿易産業大臣に、雇用を創出し、貧困を削
減するためのフィリピンの産業発展の方向性について
提言をまとめた「フィリピン産業ビジョン策定に向け

た日本提案」を手交。同年 10 月の日比首脳会談にお
ける共同声明にも本提案を含む産業協力が位置づけら
れた。
ベトナムとは、2017 年 6 月、第 2回日越産業・貿易・
エネルギー協力委員会を開催した。双方は同委員会の
下に、自動車作業部会を設置し、ベトナムの自動車及
び自動車部品産業の発展のため、アクションプランの
策定、裾野産業の人材育成協力に合意した。また、
2017 年 9 月には同委員会の合意を基礎に、更に協力
を推進していくための「戦略協力パッケージ」に署名
した。さらに、2017 年 11 月にこの「戦略協力パッケー
ジ」の一つの成果である「エネルギー分野の協力覚書」
に署名し、エネルギー分野の協力について協議する場
とすることを目的に同委員会の下に日越エネルギー
ワーキンググループを設置することで合意した。
ミャンマーとは、外資を中心とした産業集積の形成
に寄与する工業団地プロジェクト「ティラワ経済特別
区（SEZ）」の開発に官民一体で取り組んでおり、
2018 年半ばには Zone B（次期開発区域）第一期の開
業を予定している。
オーストラリアとは、2018 年 1 月のターンブル首
相訪日時に、日豪間における経済面での戦略的な課題
に関する対話を深めるため、経済産業大臣と貿易・観
光・投資大臣との間での閣僚対話を設立するとともに、
イノベーション分野における協力を引き続き実施する
ことで合意した。
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